
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

富山市長

提出者
住所富山市海岸通3番地
氏名三菱ケミカル側富山事業所
事業所長井上吉明

電話番号 076一心7-1510

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 2023年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書
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排
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十8 ら再生利用を
1丁った量

項月

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

7 ら中問処理により
量したデ'

①

排出量

3,659.1

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利朋した量

②

⑩全処理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

74.2

実鑓値

Ⅱ墨認疋処理ぎ・者への
処理委託量

3,659.1

⑫再生利用業者への処理
委託量

汚泥

自ら成接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1彰i、、回収認定一、への処
理委託量

0.0

U 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

1,354.2

自ら中問処理
した量

1,379.8
④

0.0

2,279.3

④のうち熱回収
を行った量

⑤

9959
⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量2,058.3

74.2

自ら中閥処理した
後の残さ量

25.6

自ら中問処理した後
再生利用した鼠

⑧

8.4

⑪

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦ 1,354.2

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託鼠

8.4

995.9

自ら中問処理Lた後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理した後の
処理委託鰍

,

⑩

2,0583

2,279.3

(
糟
邑

⑬

⑥

③



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2+8 ら再生利用を
1丁った量

項日

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ・ら中開処理により,
量した量

排出量

92.3

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実穎値

⑪

1 憂認正処理業、
処理委託量

92.3

⑫再生利用業者への処理
委託量

廃油

自ら峨按埋立処分又け
海洋投入処分した量

③

11i」回1佼認iE・'者への処
理委託量

0.0

⑳のうち熟回収認疋
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

3,5

1 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0,0

0.0

自ら中問処理
した量

への

④

0.0

92.3

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

92.2

92.2

2.5

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

玲.3

自ら中間処理した後
再生利用Lた量

3.5

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

自ら中間処理Lた後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した罍

⑨

直接及び自ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託最

⑪

⑩

⑫

92.3

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
13.3

2.5

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

(
糟
邑

①

⑧



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

ら再生利用を2 + 8

1テつた皐

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ・ら中問処理によりi
量した量

排出量

107.3

③十⑨・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績値

11 憂認正処理・・'
処理委託量

107.3

廃酸

1 再生利用業者への処理
委託量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

1熱回収認疋七
理委託量

0.0

⑪

N 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中間処理
した量

0.0

への

④

0.0

107.3

への処

④のうち熱回収
を行った量

⑤

107.3

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託鼠

88.6

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥

18.0

自ら中問処理した後
再生利用した魚

⑧

0.0

18.0

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫
88.6

直接及び自ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩

107.3

⑭

107.3

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託最

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

(
器
N
圖
)
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2十⑧ら再生利用を
1テつた量

工頁目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

7 ら中問処理により,
量した量

排出量

97.8

ら埋立処分又は3 + 9

海洋投入処分を行った量

由ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績イ直

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
0.0

1 妾認疋処理
処理委託量

97.8

廃アルカリ

1 再生利用業者への処理
委託量

自ら直接埋立処分又け
海洋投入処分した量

③

⑬熱回収認疋業'への処
理委託量

0,0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

ーへの

④

0.0

97.8

④のうち熱回収
を行った量

⑤

97.8

40.2

自ら中問処理した
後の残さ量

⑤

0.0

自ら中問処理した後
再生利用した最

⑧

@のうち優良認建
処理業者への

処理委託量

48.4

97.8

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦

⑭

⑪

白ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

48,4

⑩のうち再生冽用
業者への処理委託量

⑫

直佳及び自ら
中問処理Lた後の

処理委託量

⑩
97.8

40.2

(
驗
N
圖
)

①



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有供物量

2 + 8

行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

①

7 自ら中間処理によりi,'
量した量

排出量

642.0

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実繊イ直

1 憂、認疋処理業、、への
処理委託量

642,0

⑫再生利用業者への処理
委託量

廃プラスチック類

自ら値按埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

1彰迅回収認だ
理委託量

0.0

@のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

④

0.0

642.0

への処

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

419.2

489.3

⑪

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

66.8

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

68.4

自ら中問処理した後
再生利用した量

⑧

419,2

68.4

⑭

俊ら中間処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

@のうち再生利用
業者への処理委託驫

⑫

直按及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩

489.3

642.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
66'8

(
轡
邑

立



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

2 + 8

行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

①

7 ら中間処理により布
量した量

排出量

168,2

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実1纛イ直

⑩のうち俸良認定
処理業者への
処理委託量

,エ 認疋処理、ゞ
処理委託量

168,2

⑪

1 再生利用業者への処理
委菟厄

木くず

自ら道接埋立処分又け
海洋投入処分した量

③

13'1」回収認正ミ、、への処
理委託量

0.0

有償物量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中間処理
した量

へ0)

④

0.0

168.2

④のうち熱回収
を行った量

⑤

8.9

168.2

拘ら中問処理した
後の残さ量

0.0

自ら中問処理した後
再生利用した量

⑧

0.0

四のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

自ら中間処理によ
り減量Lた量

⑦

8.9

⑭

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理Lた後の
処理委託量

⑩
168.2

168.2

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託盤

⑬

(
器
§
)

⑥



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2+8 ら再生利用を
1テつた量

項目

⑤拘ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ.ら中問処理により濁
量した量

①

排出量

104.0

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績値

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

1 憂需忍疋処理、谷への
処理委託量

104.0

⑫再生利用業者への処理
委託量

金属くず

自ら直接埋立処分又は
悔洋投入処分した量

③

3梨、回収需忍疋業・への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託皐

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

④

0.0

104.0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

104.0

103.フ

絢ら中聞処理Lた
後の残さ量

⑥

⑩のうち俸良認定
処理業者への
処理委託鰍

0.0
⑪

声ら中問処理した後
再生利用した量

⑧

0,0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

自ら中問処理によ
り減量Lた量

⑦

104.0

⑭

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した最

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理した後の
処理委託戯

⑩

103.フ

104.0

(
器
N
翌



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

ら再生利用を2 + 8

行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

12.2

7 ら中間処理によ切'
量した量

排出量

12.2

ら埋立処分又は3 + 9

海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

⑩全処理委託量

②

実赤貰イ直

⑪墨良認疋処理業、丁への
処理委託量

12.2

⑫再生利用業者への処理
委託量

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず)

自ら直按埋立処分又は
海洋投入処分した量

③

13.i」回収認疋
理委託量

0,0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0-0

自ら中問処理
した量

④

0.0

、、ーへの処

12.2

④のうち熱回収
を行った量

12.2

10.8

自ら中間処理Lた
後の残さ量

0.0

自ら中問処理した後
再生利用した量

⑧

0.0

由ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑭

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び白ら
中冏処理した後の
処理委託量

⑩
12.2

10.8

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託最

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪

⑩のうち熱回収認寔
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

(
肱
N
旦

@

⑤

①



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

1丁った量

項目

⑤白ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

7 ら中間処理により'.'
量した量

①

排出量

21.3

③+⑨・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

向ら直按
再生利用した量

⑩全処理委託量

②

実績値

U 妾、認疋処理'・・
処理委託量

21.3

12 再生利用業者への処理
委託量

がれき類

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した最

③

13';、、回収認疋業、ゞへの処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中闇処理
した量

への

④

0.0

21.3

④のうち熱回収
を行った量

⑤

21.3

21.3

自ら中澗処理した
後の残さ量

⑥

0,0

自ら中問処理した後
再生利用した量

⑧

0.0

21.3

俊ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑭

自ら中間処理した後
砲ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫
21.3

直接及び宵ら
中問処理Lた後の
処理委託量

⑩
21.3

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

@のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う挺者への
処理委託量

(
驗
扣
邑



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2+⑧ら再生利用を
1テつた量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

⑦・ら中間処理によ辧
量した量

排出量

806.0

③十9 ・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行0た量

@のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実繊値

Ⅱ憂良認疋処理"、
処理委託量

806.0

2 再生利用業者への処理
委託量

ぱいじん

自ら直接埋立処分又捻
海洋投入処分Lた量

③

帰';、、回収認疋業、への処
理委託最

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中間処理
した量

への

④

0.0

806.0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

0.0

806.0

自ら中閉処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中問処理した後
再生利用した蚤

0.0

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑪

四のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分Lた量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び白ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩

0'0

806.0

806.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

(
驗
N
邑

⑧

4

①



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十8 ら再生利用を
行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ.ら中問処理により振
量した量

①

排出量

1.フ

ら埋立処分又は3 + 9

海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績値

認疋処理1髪
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

混合物

1.フ

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分Lた量

③

13;;、、回収3召定、.七への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認建業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

への

④

0.0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

1,フ

1.フ

1.フ

向ら中闇処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中問処理した後
再生利用した量

⑧

0.0

1.フ

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後
白ら埋立処分又ほ
海洋投入処分した鷺

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫
1.フ

直接及び宝ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩

@

1.フ

@のうち熱回収認定

叢者への処理委託量

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

(
鶚
N
邑



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

イテつた亙夏

項目

⑤向ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

①

フ・ら中問処理によゆ
量した量

排出量

0.9

ら埋立処分又は3

海洋投入処分を行った曇

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績値

1 墾認疋処理業・
処理委託量

四のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

水銀使用製品産業廃棄物

1 再生利用業者への処理
委託量

0.9

良ら直接埋立処分又は

海洋投入処分Lた量

③

13熱回収認疋"・、への処
理委託量

0.0

0.9
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中問処理
した量

0.0

への

④

0.0

0.9

④のうち熱回収
を行った量

0.9

0.9

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中問処理した後
再生利用した量

0.0

冑ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑭

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託鼠

⑫

直接及U噛ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩
0.9

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託最

⑬

0.9

⑩のうち優良認定
処理柴者への

処理委託量

⑪

.

(
鵬
N
風
)

⑧

面

9十



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

1丁った墨:

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

7 ら中問処理により澗
量した量

①

排出量

0.2

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実穎値

0.2

U 憂認疋処理
処理委託量
1 再生利用業者への処理
委託量

廃電気機械器具

0.2

自ら直接埋立処分又け
海洋投入処分した量

③

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

111,回収認iだ業、、への処
理委託量

0.0

0,2

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

者への

0,0

自ら中間処理
した量

④

0,0

0.2

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

0.0

0.2

自ら中冏処理した
後の残さ量

⑥

0.0

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中問処理した後
再生利用した量

0.0

⑧

拘ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑪

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分Lた量

⑨

⑳のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら

中問処理した後の
処理委託量

⑩

0.0

⑭

(
鶚
N
圖
)



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

右償物量

2 + 8 自ら再生利用を
1テつた量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

7 ら中間処理により,
呉・した晶

排出量

0.0

③十9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

向ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績値

H 墨良認正処理業乍「への
処理委託量

廃電池類

1 再生利用業者への処理
委毛量

0.0

自ら直接埋立処分又仕
海洋投入処分Lた量

③

1 熱回収認正ざゞーへの処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中間処理
した量

0,0

0.0

0.0

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

⑪

0.0

0.0

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧

⑳のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

0.0

0.0

白ら中悶処理によ
り減量した量

⑦
0,0

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら

中問処理した後の
処理委託鼠

⑩
0.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

0.0

⑩のうち優良認定
処哩業者への
処理委託量

0.0

(
驗
N
副
)

@

⑭

@

①



(様式第2号の9)産業廃棄物処理計画実施状況報告書第2面(一覧)

廃棄物の種類

燃

排出量の
目標値

汚

廃

廃アルカリ

廃

泥

廃プラスチック類

油

①排出量

酸

紙

木

5,2182

23

繊

<

動植物性残さ

②自ら直接再
生利用した量

<

25.1

動物系固形不要物

維

ず

33.1

ず

く

123.5

3i659.1

③自ら直接埋
立処分又は海
洋投入処分し
た量

ず

595.9

金

ム

ラス

及び

92.3

え殻

属

1073

<

190.フ

・コン

「磁

鉱

97'8

ず

が

642.0

動物のふん尿

④自ら中間処
理した量

ず

リー

器くず

さ

れ

動物の死体

1682

き

い

ぱ

1 12.8

顎

⑤自己中間処
理のうち熱回
収を行った量

水銀使用製品産業廃棄物

い

混合廃棄物

6.9

1β79β40

じ

廃電気機械器具

人ノ

104.0

⑥自ら中間処
理した後の残
さ量

0.5

廃電'池類

122

注1

注2

注3

1,640.5

計画の実施状況

産業廃棄物排出量の目標値:様式第2号の9の第1面にて実施状況級告のなされた「産業廃棄物排出量の目標値」について集計し記入する。なお値は計のみを入力する。

計画の実施状況.様式第2号の9の第2面にて実施状況報告のなされた「計画の実施状況」①~⑭の量について集計し記入する。

廃棄物の種類:19種類に分類できない記述が報告書にある場合に限り、空欄に報告書に表示された種類を記入する。

21.3

⑦自ら中間処
理により減量
した量

計

3.0

0.9

806.0

25,6

⑧自ら中問処
理した後再生
利用した量

1.フ

フ,953

09

1,3542

02

⑨自ら中間処
理した後自ら埋

立処分又は海
洋投入処分した

量

0.0

5,713.1

⑩直接及び自
ら中間処理し
た後の処理委
託量

0.0

@⑩のうち優
良認定処理業
者への処理委
託量

0.0

2,279.3

⑫⑩のうち再
生利用業者へ
の委託量

923

別添
単位:トン/年

1,379.8

1073

97.8

995.9

642.0

@⑳のうち熱
回収認定業者
への処理委託
量

922

1073

1682

0.0

2,058'3

97,8

⑭⑩のうち熱
回収認定業者
以外の熱回収
を行う業者へ
の処理委託量

4192

2,5

88.6

25.6

8.9

402

74.2

104.0

489.3

133

1,3542

12.2

18.0

168,2

0.0

104.0

21,3

84

66.8

3.5

122

00

8060

48.4

1037

213

、68i4

1.フ

10.8

0.9

0.0

02

0.0

213

0.0

1.フ

4,333.2

0.9

806.0

0.0

0.0

1 'フ

1β61.4

0.9

02

0:0

3,791.8 172'3 128.フ

、
コ



備考

1 翌午度の6月30日までに提出すること。

「事業の種1漬」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項周ごとに、産業廃棄物処理計画に記戯した目標
値を記入すること。

第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①~⑭の欄のそれぞれに、a)力喝(1心に掲げる量
を記入すること。

①①欄当該事業場において生じた産業廃棄物の量

②②欄①の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

③③欄①の量のうち、中問処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

④④欄山の量のうち、向ら中問処理をした産業廃棄物の当該中問処理前の量

⑤⑤欄(心の量のうち、熱回収を行0た量

⑥⑥欄肉ら中問処理をした後の量

⑦⑦欄④の量から(6)の量を差し引いた量

⑧⑧棚⑥の量のうち、均ら利用し、又は他人に売却した量

⑨⑨欄⑥の量のうち、白ら埋立処分及び海洋投入処分した量

aの⑩欄中問処理及び最終処分を委託した量

aD⑪欄 aのの量のうち、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第6条のⅡ第2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 Qのの量のうち、処理業者への再生利用委託量

Q3)⑬欄(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の3の3第1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(H)⑭欄(1ωの量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入するこ
と。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2而の例により産業廃棄物処理
計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

※欄は記入しないこと。

2

3

4

(第3面)

5

6

7


